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HOSPEX Japan 2011が閉幕
3日間の来場者数は42,997名

　最新の医療設備や機器を紹介した「第36回
HOSPEX Japan 2011（病院設備機器展）」が11月９
日（水）～11日（金）の３日間、東京・有明の東京ビッ
グサイト東５・６ホールで開催された。同展示会は
一般社団法人日本医療福祉設備協会と社団法人日本

　「2012 中国国際輸入製品博覧会」が2012年３月29
日～31日の３日間、中国江蘇省で開催される。同博
覧会は輸入製品に特化した専門展示会で中国初とな
る。
　このほど、日本からの展示会出展者と展示会視察
ツアー参加者を募集する。
　問合せ先は中国国際輸入製品博覧会日本事務局を
務める「中国産業団体総合駐日事務所」代表　張  
康生（チョウ　コウセイ）氏宛。
町田事務所：〒194-0004　東京都町田市鶴間182−9
　　　　　　☎042−799−2856
問合せフォーム：
 www.chinainfo-jp.com/contact/postmail.html
日本語サイト：
 http://www.chinainfo-jp.com/expo/import.html
名　　称：「2012 中国国際輸入製品博覧会」
会　　期：2012年３月29日（木曜）～31日（土曜）
会　　場：昆山国際会展センター（中国・江蘇省）
展示面積：50,000㎡（予定）

主　　催：中国国際商会、江蘇省人民政府
後　　援：国際商会（ICC）など
展示内容：
　❖環境関連設備と技術、新素材、ハイテクノロジー
　　 廃棄物処理・リサイクル、水処理、省エネ・新

エネ・グリーンマテリアル・スマートグリッド、
大気汚染対策などの設備及び技術、新素材・新
材料など。

　❖各種機械と技術
　　 工作機械、金属加工機械、工業オートメーショ

ン、鉄道などの交通関連設備・システムなど。
　❖IT・情報通信機器と技術
　 　通信・ネットワーク、集積回路、電子デバイス、

　セキュリティー、電源・電池など。
出展申込締切：2012年１月16日（月曜）
出 展 料：パッケージブース（標準小間）
　　　　　　９㎡につき　米国ドル2,500
　　　　　スペースブース（スペースのみ）
　　　　　　１㎡につき　米国ドル240（36㎡から）

能率協会の共催。併せて、会期中、東京ビッグサイ
ト会議棟で「医療機器安全管理セミナー」や「特別
記念フォーラム」も開催された。
　内発協では「災害医療対策コーナー」の１小間（１
ブース）に出展を行い、防災用自家発電装置や常用
自家発電装置に関する製品認証事業や専門技術者事
業、自家発電装置の導入事例に関するパネルや刊行
物を展示して紹介した。また、計画停電対策用とし
て注目を集める自家発電装置に関して、最新の情報
発信を行う目的で、会員企業の製品カタログと企業
案内を来場者に配布して、PR活動を行った。
　３日間の会期中、病院経営や病院施設の設計・施
工・運営に携わる医療法人、給食センター、設計事
務所、総合建設会社、電気設備メーカーなどの関係
者が全国各地から訪れ、同展示会への今回の来場
者数は前回来場者数を上回る合計42,997名にのぼっ
た。次回は2012年11月14日（水）～16日（金）の３日間、
東京ビッグサイト東ホールで開催される予定。
　本誌では今回から３回にわたり、内発協ブース来
場者と展示会出展者の中から抽出した自家発電装置
に対する「ニーズ」を紹介する。
 （関連記事を10面に）








「2012 中国国際輸入製品博覧会」
出展者と視察ツアー参加者を募集




